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勧
農
　
松
山
原
造

小
県
郡
農
事
助
教
手
時
代
の
日
記
か
ら

学
芸
員
　
田
中
　
寿
子

農
業
技
術
史
の
中
で
、
松
山
原

造
は
『
近
代
的
短
床
犂
の
祖
』
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
原

造
は
、
犂
の
製
造
を
手
が
け
る
前

に
小
県
郡
の
農
事
教
手
の
助
手
と

し
て
農
業
技
術
を
郡
下
に
普
及
し

て
歩
い
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。長

野
県
に
お
い
て
は
、
進
歩
的

な
農
業
技
術
を
取
り
入
れ
る
た

め
、
明
治
二
十
五
年
に
県
の
勧
業

課
は
、
農
業
技
術
の
普
及
を
事
業

と
す
る
福
岡
の
『
勧
農
社
』
の
社

員
原
田
勝
三
郎
を
米
作
改
良
試
験

教
手
と
し
て
雇
い
、
模
範
田
で
指

導
に
あ
た
ら
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
実
効
を
認
め
た
近
隣
の
郡

は
、
直
接
勧
農
社
か
ら
教
師
を
招

聘
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
小

県
郡
に
お
い
て
は
、
明
治
二
十
八

年
に
勧
農
社
か
ら
古
川
列
一
（
福

岡
県
糸
嶋
郡
深
井
村
松
未
出
身
）

を
招
い
て
い
ま
す
。
郡
の
模
範
田

に
、
原
造
の
寄
寓
し
て
い
た
和
村

（
現
　
東
部
町
）
の
田
中
新
太
郎

の
田
地
二
百
二
十
坪
が
あ
て
ら
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
原
造
は
最
新

の
農
業
技
術
に
触
れ
、
古
川
農
事

教
手
の
馬
耕
の
際
の
馬
の
口
取
り

を
す
る
う
ち
に
古
川
列
一
に
付
い

て
郡
下
を
一
緒
に
回
る
こ
と
と
な

っ
た
よ
う
で
し
た
。

記
念
館
に
は
、
原
造
が
書
き
記

し
た
日
記
が
明
治
二
十
九
年
の
も

の
か
ら
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

日
記
は
、
原
造
が
小
県
郡
の
農
事

教
手
の
助
手
を
し
て
い
た
時
期
に

当
時
の
農
業
技
術
の
普
及
活
動
を

書
き
留
め
た
も
の
で
、
当
時
の
稲

作
技
術
・
近
隣
の
農
家
の
事
情
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
原
造
が
新

し
い
農
業
技
術
に
触
れ
、
明
治
二

十
九
年
に
は
勧
農
社
の
社
員
古
川

列
一
に
付
い
て
新
農
法
を
普
及
を

し
て
歩
き
、
明
治
三
十
年
四
月
に

古
川
農
事
教
手
の
助
手
と
し
て
郡

に
雇
わ
れ
、
明
治
三
十
一
年
四
月

に
農
事
助
教
手
に
昇
格
し
、
農
業

技
術
を
普
及
し
て
歩
い
た
様
子
を

三
年
分
の
日
記
か
ら
追
っ
て
み
ま

し
た
。
こ
の
明
治
二
十
年
代
後
半

か
ら
三
十
年
代
前
半
に
か
け
て

は
、
長
野
県
に
お
け
る
農
業
技
術

の
歴
史
の
上
か
ら
い
っ
て
も
過
渡

期
に
あ
た
り
、
郡
役
所
の
資
料
が

散
逸
し
て
し
ま
っ
た
今
と
な
っ
て

は
、
小
県
郡
の
農
具
、
稲
作
技
術

の
普
及
状
況
を
知
る
上
で
大
変
貴

重
な
記
録
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

☆
明
治
二
十
九
年
の
記
録
か
ら
☆

そ
の
表
題
に
は
、『
農
作
改
良

諸
事
帳
　
　
勧
農
　
松
山
原
造
』

と
あ
り
、
新
し
い
農
業
技
術
に
触

れ
た
原
造
の
、
技
術
普
及
に
た
ず

さ
わ
る
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
記
録
を
紹
介
す
る
と
、

米
作
ノ
部

四
月二

十
四
日
　
塩
川
模
範
田
ニ
テ

種
子
蒔
付
法
教
受
　
壱
反
歩
ニ
要

ス
ル
苗
代
坪
凡
拾
坪
ニ
付
種
子
弐

合
五
勺
　
壱
反
歩
ニ
要
ス
種
子
弐

升
五
合
也
　
肥
料
ハ
十
坪
ニ
付
人

糞
壱
ヶ

二
十
六
日
　
種
水
ヒ
タ
シ
　
不

子
切
五
合
・
木
曽
タ
ニ
壱
升
弐

合
・
今
朝
早
稲
八
合
也

二
十
七
日
　
陸
苗
代
下
造
リ

五
月

一
日
　
種
子
ヲ
下
ス

三
日
　
模
範
田
水
苗
代
造
リ

四
日
　
種
子
ヲ
下
ス
　
苗
代

ノ
割
合
ハ
前
同
様
　
但
シ
壱
坪
ニ

付
種
三
合
也

十
二
日
　
水
苗
代
ノ
下
造
リ

十
三
日
　
種
子
ヲ
下
ス
　
十
二

日
頃
ヨ
リ
陸
苗
代
発
　
（
芽
？
）

十
五
日
　
模
範
田
ニ
テ
第
一
回

馬
耕
ノ
教
受
ノ
事

十
七
日
　
落
合
ニ
テ
馬
耕
教
授

二
十
日
　
陸
苗
代
上
ノ
ワ
ラ
取

除
ク
　
苗
凡
ソ
六
分
位

二
十
二
日
下
ノ
ワ
ラ
ヲ
取
除
ク

六
月

七
日
　
第
二
回
馬
耕
教
受

二
十
一
日
　
試
作
田
ノ
馬
耕
凡

百
五
十
坪
二
回
馬
耕
ヲ
使
用
ス

外
ニ
三
百
坪
ヲ
輿
ス

二
十
二
日
　
水
ヲ
入

二
十
六
日
　
第
一
回
代
カ
キ

二
十
七
日
　
第
二
回
代
カ
キ

二
十
九
日
　
植
付
壱
尺
弐
寸
四

方
也
　
但
一
カ
ブ
弐
本
也

二
十
六
日
　
兵
庫
氏
ノ
田
ヲ
打

四
十
分
間

七
月十

九
日
　
太
市
車
ヲ
オ
ス

二
十
日
　
第
壱
番
除
草
ス

八
月
　
　
六
日
　
弐
番
除
草
ス

長
野
県
で
の
勧
農
社
社
員
の
赴
任
地

（
明
治
三
十
一
年
日
記
記
載
）

榊
　
兵
三
　
　
（
北
佐
久
郡
）

長
沼
信
吉
　
　
（
東
筑
摩
郡
）

原
田
勝
三
郎
　
（
更
級
郡
）

森
下
岩
吉
　
　
（
南
佐
久
郡
）

西
川
安
右
エ
門
（
上
水
内
郡
）

榊
　
儀
太
郎
　
（

〃
　
）

筒
井
平
七
　
　
（
下
水
内
郡
）

蓑
田
友
吉
　
　
（
上
高
井
郡
）

草
場
儀
吉
　
　
（
下
高
井
郡
）

高
田
反
次
　
　
（
南
安
曇
郡
）

間
鍋
亥
吉
　
　
（
北
安
曇
郡
）

小
出
辰
三
郎
　
（
西
筑
摩
郡
）

小
嶋
常
次
郎
　
（
諏
訪
郡
）

松
山
原
造
の
日
記
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二
十
五
日
　
三
番
除
草
ス

九
月
二
十
四
日
　
排
水

試
作
田
二
百
坪
ニ
水
陸
苗
収
穫

中
等
　
壱
石
六
斗
五
升
也
　

こ
の
年
の
記
載
分
は
以
上
が
全

文
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
し
い

技
術
を
伴
っ
た
当
時
の
稲
作
作
業

の
あ
ら
ま
し
が
わ
か
り
、
ま
た
こ

の
年
の
模
範
田
が
塩
川
村
に
設
け

ら
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
す

（
後
年
の
日
記
か
ら
憶
測
す
る
と
、

関
弘
矣
の
田
で
あ
ろ
う
か
）。

☆
農
事
教
手
の
助
手
に
な
っ
て
☆

明
治
三
十
年
の
日
記
は
、
三
月

八
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
て
、
自
分

が
普
及
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
新

し
い
農
業
技
術
を
書
き
留
め
て
お

こ
う
と
考
え
て
、
原
造
が
農
事
教

手
の
助
手
を
拝
命
す
る
あ
た
り
か

ら
日
記
を
残
し
始
め
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

明
治
三
十
年
三
月
の
原
造
は
馬

の
口
取
り
を
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
農
事
教
手
や
農
事
助
教
手

と
と
も
に
毎
日
郡
内
で
本
格
的
に

福
岡
農
法
を
教
授
し
て
い
る
様
子

を
記
録
し
て
い
ま
す
。

三
月
十

九
日
に
助
手
の
内
示
を
受
け
、
三

月
二
十
四
日
に
十
才
の
頃
か
ら
寄

寓
し
世
話
に
な
っ
て
い
た
東
上
田

の
田
中
新
太
郎
に
暇
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

四
月
一
日
に
は
農
事
教
手
の
助

手
の
辞
令
を
受
け
、
古
川
列
一
と

松
山
原
造
と
山
崎
百
太
郎
の
三
人

で
手
分
け
し
て
小
県
郡
下
の
試
作

田
を
巡
回
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
古
川
農
事
教
手
の
下
に
は
、

農
事
助
教
手
と
し
て
神
川
村
出
身

の
山
崎
百
太
郎
と
殿
城
村
漆
戸
出

身
の
柳
沢
平
作
が
い
て
、
原
造
は

そ
の
ま
た
下
の
助
手
と
し
て
雇
わ

れ
た
よ
う
で
し
た
。

原
造
が
指
導
し
て
歩
い
て
い
た

小
県
郡
下
の
試
作
田
を
、
明
治
三

十
年
・
三
十
一
年
の
日
記
か
ら
書

き
抜
く
と
次
の
と
お
り
で
す
。
先

年
か
ら
試
作
田
を
提
供
し
て
い
る

人
は
、
前
に
並
べ
記
載
し
ま
し
た
。

和
田
村
（
羽
田
三
郎
　
羽
田
近
次

郎
）

大
門
村
（
宮
ノ
上
青
年
試
作
会

山
田
安
利
）

長
久
保
新
町
（
大
沢
八
太
郎
　
羽

毛
田
吉
十
）

長
窪
古
町
（
櫻
井
茂
三
郎
　
伊
藤

次
郎
）

武
石
村
（
瀧
沢
瀧
八
郎
　
小
山
静

一
　
小
山
民
太
郎
）

西
内
村
（
瀧
沢
平
二
郎
　
佐
藤
喜

三
郎
　
櫻
井
喜
三
郎
）

東
内
村
（
櫻
井
文
二
郎
　
上
坂
熊

次
　
笹
部
増
太
郎
）

丸
子
村
（
下
村
五
郎
）

依
田
村
（
芦
田
安
太
郎
　
市
川
喜

助
　
芦
田
次
郎
）

長
瀬
村
（
山
岸
実
太
郎
）

塩
川
村
（
関
弘
矣
）

和
　
村
（
塚
田
桂
須
毛
　
東
上
田

区
大
塚
代
三
　
東
上
田
区
横
山
豊

三
郎
　
塚
田
宇
三
郎
　
関
兵
一
郎

田
沢
区
田
中
平
太
郎
　
田
沢
区
小

泉
幸
太
郎
　
深
井
区
松
尾
時
三

郎
）

滋
野
村
（
清
水
豊
作
【
指
定
試
作

人
】）

縣
　
村
（
小
林
太
蔵
　
田
中
氏

一
ノ
瀬
氏
）

祢
津
村
（
新
屋
区
荒
井
廣
次
　
新

屋
区
荒
井
小
十
郎
　
山
越
金
弥

土
屋
駒
蔵
）

豊
里
村
（
松
井
弥
伊
吉
　
清
水
長

次
郎
　
林
之
郷
春
原
氏
清
水
喜
三

郎
）

殿
城
村
（
石
清
水
区
佐
藤
富
士
作

三
井
仁
市
郎
　
草
露
（
状
）
善
作
）

本
原
村
（
清
水
袈
裟
太
郎
　
荒
木

信
太
郎
）

長
村
（
小
宮
山
友
作
【
指
定
試
作

人
】
赤
岡
瀧
三
郎
）

傍
陽
村
（
武
者
甚
兵
衛
　
武
者
啓

次
　
井
沢
喜
一
）

神
科
村
（
笹
井
区
井
出
泉
　
長
嶋

金
剛
寺
試
作
田
　
市
場
直
吉
）

上
田
町
下
柳
（
小
菅
庄
太
郎
）

上
田
町
常
入
（
小
宮
山
茂
右
エ
門

長
岡
氏
）

塩
尻
村
（
秋
和
区
瀧
沢
源
太
　
中

嶋
区
梅
原
宅
右
エ
門
　
菅
沼
次
郎

右
エ
門
　
坂
下
青
年
倶
楽
部
試
作

田
坂
下
区
中
沢
寅
重
　
山
崎
善
治

郎
　
秋
和
区
中
嶋
太
郎
右
エ
門
）

神
川
村
（
堀
区
試
作
田
　
神
川
村

同
志
会
試
作
田
）

城
下
村
（
宮
下
文
平
　
田
玉
氏
）

川
邊
村
（
柳
原
由
太
郎
　
宮
下
氏

松
井
菊
四
郎
　
手
塚
今
朝
之
助
）

室
賀
村
（
小
山
新
兵
衛
）

泉
田
村
（
志
摩
福
平
）

浦
里
村
（
当
郷
区
朝
倉
絹
之
助

岡
木
氏
　
岡
区
市
村
和
吉
）

青
木
村
（
上
原
宝
作
　
池
田
定
二

郎
　
佐
伯
氏
）

別
所
村
（
倉
沢
友
二
郎
）

西
塩
田
村
（
箱
田
梅
作
　
倉
沢
豊

太
郎
）

中
塩
田
村
（
遠
藤
芳
太
郎
　
遠
藤

用
次
郎
　
若
林
吉
作
）

東
塩
田
村
（
金
沢
治
作
　
柳
沢
氏
）

富
士
山
村
（
峰
村
彦
作
　
松
崎
建

左
エ
門
　
山
寺
瀬
佐
エ
門
　
室
賀

万
二
郎
）

長 
傍陽 

殿城 神科 

東塩田 別所 

西塩田 

青木 

浦里 

室賀 

東内 

長窪 
古町 

西内 

武石 

和田 

大門 

長久保 
新町 

塩尻 

中塩田 
神川神川 

長瀬長瀬 

豊
里
豊
里 

川
辺
川
辺 

本原本原 

神川 

長瀬 

和 

縣 

祢津 滋野 
豊
里 

塩
川 

丸
子 

依
田 

上
田
町 川

辺 城
下 

泉
田 

本原 

明
治
三
十
年
ご
ろ
の
小
県
郡
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☆
試
作
田
へ
の
巡
回
指
導
☆

原
造
は
、
こ
れ
ら
の
試
作
田
を

ほ
と
ん
ど
毎
日
徒
歩
で
巡
回
し
て

い
ま
す
。

巡
回
教
授
は
、
ま
ず
村
役
場
に

立
ち
寄
っ
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
、

試
作
人
に
は
あ
ら
か
じ
め
村
役
場

か
ら
農
事
助
教
手
の
原
造
が
指
導

に
行
く
日
を
知
ら
さ
れ
て
い
る
の

で
試
作
田
に
行
き
、
稲
の
生
育
に

準
じ
た
農
業
技
術
を
指
導
し
な
が

ら
一
緒
に
作
業
し
、
耕
起
の
場
合

は
原
造
自
ら
試
験
田
の
馬
耕
作
業

を
数
時
間
し
て
、
作
業
が
済
む
と

原
造
が
試
作
人
の
所
で
認
印
を
押

し
て
い
ま
す
。

☆
当
時
の
農
具
☆

長
野
県
で
は
、
明
治
以
前
か
ら

代
か
き
用
の
馬
鍬
（
ま
ん
が
）
は

普
及
し
て
い
ま
し
た
が
、
馬
耕
器

や
除
草
の
時
に
使
う
雁
爪
（
が
ん

づ
め
）
は
、
福
岡
の
勧
農
社
か
ら

派
遣
さ
れ
た
郡
農
事
教
手
が
伝
え

た
ま
だ
新
し
い
農
具
で
し
た
の
で

明
治
三
十
年
頃
は
ま
だ
数
が
少
な

く
、
馬
耕
器
を
所
持
し
て
い
る
試

作
人
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん

ど
は
郡
役
所
や
村
役
場
に
数
台
あ

る
の
を
借
り
出
し
て
使
用
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

明
治
三
十
年
五
月
十
二
日
、
郡

役
所
は
福
岡
か
ら
農
具
四
組
を
取

り
寄
せ
て
い
ま
す
が
、
次
第
に
地

元
の
業
者
か
ら
買
っ
た
り
独
自
に

試
作
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
上

田
の
長
岡
四
五
兵
衛
は
、
太
一
車

な
ど
の
農
具
を
取
引
し
て
い
た
よ

う
で
す
。
明
治
三
十
一
年
に
な
る

と
横
町
の
ブ
リ
キ
屋
「
鍋
代
」
や

横
町
の
「
酷
屋
藤
兵
衛
」
か
ら
犂

先
を
買
っ
て
い
ま
す
。

☆
馬
耕
犂
の
試
作
☆

原
造
は
、
試
作
人
か
ら
馬
耕
器

の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
原
造
自
ら
馬
耕
器
の
図
面
を

引
き
、
明
治
三
十
年
六
月
三
日
と

九
日
に
東
内
村
横
山
泰
次
郎
へ
製

作
の
注
文
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
長
瀬
村
練
合
の
山
岸

実
太
郎
も
、
原
造
に
相
談
を
し
な

が
ら
犂
の
試
作
を
し
て
い
ま
す
。

原
造
は
、
十
二
月
十
七
日
に
東
内

村
の
横
山
泰
次
郎
を
尋
ね
馬
耕
犂

用
木
を
一
丁
買
い
、
そ
の
際
同
じ

村
の
中
村
内
蔵
に
三
十
丁
か
ら
百

丁
ま
で
の
買
い
付
け
の
約
束
を

し
、
翌
三
十
一
年
一
月
十
九
日
山

岸
実
太
郎
の
家
で
、
大
工
を
頼
ん

で
馬
耕
器
を
作
る
の
に
立
ち
会
っ

て
い
ま
す
。
二
月
一
日
の
記
載
に

は
、
山
岸
実
太
郎
が
馬
耕
器
四
丁

を
持
っ
て
原
造
の
家
に
来
て
い
る

こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
こ
ろ
既

に
原
造
は
山
岸
実
太
郎
と
犂
の
試

作
を
始
め
た
こ
と
が
推
測
で
き
ま

す
。

☆
稲
作
技
術
の
指
導
内
容
☆

【
塩
水
選
種
】

三
月
に
塩
水
で
選
種
す
る
種
籾

に
は
、
白
三
助
・
珍
子
・
嶋
ボ
ウ

シ
・
藤
右
エ
門
・
四
国
見
出
・
ス

子
切
・
武
石
草
（
早
）
稲
の
名
が

見
え
ま
す
が
、
白
三
助
・
珍
子
は

郡
内
で
よ
く
作
ら
れ
て
い
た
種
類

の
よ
う
で
す
。

【
馬
耕
】

塩
水
選
種
と
苗
代
の
地
拵
え
の

指
導
が
一
回
り
済
む
と
、
馬
耕
の

指
導
が
始
ま
り
ま
す
。
明
治
三
十

年
に
は
馬
耕
指
導
を
し
て
い
て
も

見
に
来
る
者
が
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
明
治
三
十
一
年
に

な
る
と
、
馬
耕
を
指
導
す
る
日
と

な
る
と
、
ど
の
村
で
も
参
観
人
が

多
数
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

水
稲
田
裏
作
に
麦
を
作
っ
て
い

た
城
下
村
の
小
宮
山
茂
右
エ
門
の

試
作
田
で
は
、
麦
を
刈
り
取
っ
た

後
の
七
月
二
日
に
馬
耕
を
し
、
七

月
五
日
に
田
植
え
を
し
て
い
ま

す
。

【
苗
代
】

苗
代
は
、
水
苗
代
と
陸
苗
代
の

二
通
り
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治

三
十
年
の
作
付
け
を
見
る
と
、
農

事
教
手
ら
が
特
に
手
を
掛
け
て
い

た
常
入
の
小
宮
山
茂
右
エ
門
の
試

作
田
や
、
前
年
模
範
田
を
し
て
い

た
と
推
測
す
る
塩
川
村
関
弘
矣
の

試
作
田
で
は
、
陸
苗
代
の
み
作
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
和
田
・
大

門
・
武
石
・
新
町
・
古
町
・
西

内
・
東
塩
田
・
富
士
山
・
室
賀
・

城
下
・
和
の
試
作
田
で
も
陸
苗
代

の
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。
水
苗

代
は
、
青
木
・
浦
里
・
傍
陽
・
神

科
・
祢
津
・
塩
尻
の
試
作
田
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

翌
年
に
な
る
と
、
大
門
・
長
窪

古
町
・
武
石
・
東
内
・
長
瀬
・
城

下
・
塩
尻
の
田
で
水
苗
代
の
指
導

が
行
わ
れ
て
い
て
、
陸
苗
代
の
指

導
を
し
た
の
は
、
西
内
・
塩
尻
だ

け
で
し
た
。
陸
苗
代
に
は
、
保
温

の
た
め
の
藁
掛
け
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

【
誘
蛾
灯
】

害
虫
駆
除
の
方
法
と
し
て
は
、

明
治
三
十
一
年
か
ら
苗
代
に
石
油

を
入
れ
る
方
法
や
除
虫
液
や
誘
蛾

灯
を
使
っ
た
駆
除
方
法
の
指
導
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
除
虫
液
は
、

水
苗
代
に
散
布
し
て
も
ヨ
コ
ハ
イ

を
殺
す
こ
と
が
出
来
ず
「
使
用
悪

キ
故
カ
効
ナ
シ
」
と
し
て
、
苗
代

に
誘
蛾
燈
を
付
け
補
虫
袋
を
備
え

る
方
法
を
主
に
指
導
し
て
い
ま

す
。

【
蟹
爪
と
田
打
ち
車
】

除
草
に
は
、
蟹
爪
（
が
ん
づ
め
）

を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
蟹

爪
（
一
般
に
は
「
雁
爪
」
の
字
を

あ
て
て
い
る
が
日
記
に
は
「
蟹
爪
」

と
頻
繁
に
記
し
て
い
る
の
で
、
当

時
こ
の
地
方
で
は
「
蟹
爪
」
と
書

い
て
い
た
ら
し
い
）
を
使
っ
た
除

長
瀬
村
山
岸
実
太
郎
の
試
作
田
の
あ

っ
た
辺
り



草
方
法
は
、
福
岡
の
農
業
教
手
に

よ
っ
て
新
し
く
教
え
ら
れ
た
も
の

で
す
。
七
月
の
第
一
番
除
草
の
時

に
蟹
爪
打
ち
の
指
導
を
し
て
い
ま

す
。明

治
二
十
九
年
の
記
録
で
は
、

除
草
に
「
太
市
車
ヲ
オ
ス
」
と
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
明
治
二
十

五
年
に
島
根
県
の
中
井
太
一
が
発

明
し
た
除
草
器
「
太
一
車
」
の
こ

と
で
、
後
に
「
田
打
ち
車
」
と
呼

び
慣
ら
さ
れ
た
も
の
で
す
。
明
治

三
十
年
の
日
記
で
は
、
六
月
三
十

日
に
上
田
の
長
岡
四
五
兵
衛
か
ら

原
造
は
太
一
車
を
壱
円
で
立
て
替

え
払
い
し
、
七
月
十
四
日
に
大
門

村
の
松
山
謙
三
（
原
造
の
本
家
）

に
送
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
年
の
記
録
に

は
他
に
太
一
車
の
記
載
が
無
い
こ

と
か
ら
、
郡
内
に
ほ
と
ん
ど
太
一

車
が
存
在
せ
ず
除
草
方
法
と
し
て

全
く
指
導
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

【
種
籾
の
精
選
と
収
穫
】

十
月
に
な
る
と
収
穫
の
時
期
を

迎
え
、
試
作
田
の
稲
を
一
部
刈
り

取
り
、
役
場
で
種
子
の
精
選
方
法

を
指
導
し
て
い
ま
す
。

収
穫
時
は
、
坪
枠
を
使
っ
て
稲

を
刈
り
、
一
坪
当
た
り
の
籾
量
を

計
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
村
長

や
役
場
吏
員
が
立
ち
会
っ
て
、
収

穫
を
祝
い
役
場
で
酒
肴
を
出
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

【
冬
馬
耕
】

稲
の
収
穫
後
は
、
馬
耕
に
よ
る

田
の
耕
起
を
し
、
そ
の
あ
と
に
作

る
麦
作
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

【
裏
麦
作
】

裏
麦
作
は
、
明
治
三
十
年
秋
か

ら
裸
麦
の
作
付
け
が
始
ま
っ
た
ら

し
く
、
明
治
三
十
年
の
春
季
の
日

記
に
は
試
験
田
で
の
麦
作
の
手
入

れ
や
刈
り
取
り
の
記
録
が
一
件
も

あ
り
ま
せ
ん
。

明
治
三
十
一
年
秋
に
は
、
本
格

的
に
麦
の
作
付
け
が
始
ま
り
、
塩

尻
村
試
作
田
で
は
、
小
麦
の
マ
チ

イ
タ
ワ
ル
ツ
・
上
州
青
裸
・
豊
年

裸
や
大
麦
の
六
角
・
六
角
ジ
ュ
バ

リ
ー
・
ク
セ
六
角
・
倍
取
ム
ラ
サ

キ
な
ど
九
種
類
を
試
作
し
て
い
ま

す
。

☆
農
事
講
習
会
☆

長
野
県
農
事
試
験
場
は
、
明
治

三
十
年
六
月
四
日
に
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
県
の
機
関
を
利

用
し
た
新
農
法
の
普
及
事
業
は
原

造
ら
に
よ
っ
て
そ
の
年
に
早
速
取

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

明
治
三
十
年
九
月
八
日
に
原
造

は
農
事
助
教
師
の
柳
沢
平
作
と
長

野
に
出
張
し
て
農
事
講
習
会
に
つ

い
て
情
報
を
得
た
ら
し
く
、
上
田

に
戻
っ
た
十
日
、
原
造
は
早
速
農

事
講
習
会
に
つ
い
て
郡
役
所
の
郡

長
に
伺
い
を
た
て
、「
宜
敷
キ
目

的
ニ
付
内
々
有
志
ヲ
調
ベ
ヨ
」
と

快
諾
さ
れ
て
い
ま
す
。
翌
日
か
ら

郡
内
の
試
作
人
の
家
を
講
習
会
の

申
込
書
を
持
っ
て
回
り
、
参
加
を

募
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
翌
年
一
月
五
日
か
ら
十
四

日
ま
で
の
十
日
間
、
い
よ
い
よ
原

造
が
開
催
の
立
案
を
し
た
第
一
回

農
事
講
習
会
が
上
田
中
学
校
な
ど

を
会
場
に
開
か
れ
、
佐
久
間
儀
三

郎
長
野
県
農
事
試
験
場
場
長
・
清

水
県
属
・
小
県
蚕
業
学
校
長
三
吉

米
熊
ら
に
よ
り
毎
日
演
題
を
替
え

て
講
義
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
習

会
は
、
初
日
百
六
十
人
、
翌
日
百

四
十
人
と
い
う
参
加
者
数
が
記
さ

れ
て
い
て
、
た
い
へ
ん
盛
況
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

☆
競
犂
会
☆

郡
役
所
主
催
の
競
犂
会
は
明
治

三
十
年
・
三
十
一
年
と
城
下
村
で

五
月
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
明

治
三
十
年
は
、
競
犂
者
五
十
名
が

参
加
し
、
審
判
委
員
と
し
て
南
佐

久
郡
農
事
教
手
森
下
岩
吉
・
北
佐

久
郡
農
事
教
手
の
榊
兵
三
と
松
山

原
造
の
三
人
が
あ
た
り
ま
し
た
。

森
下
・
榊
が
勧
農
社
社
員
だ
っ
た

こ
と
か
ら
す
る
と
、
郡
内
の
農
事

教
手
ら
を
お
い
て
審
判
員
に
委
嘱

さ
れ
た
原
造
の
馬
耕
技
術
に
は
か

な
り
卓
越
し
た
も
の
が
あ
っ
た
こ

と
が
想
像
で
き
ま
す
。

☆
勧
農
社
員
の
派
遣
と
原
造
☆

勧
農
社
か
ら
小
県
郡
に
派
遣
さ

れ
た
古
川
列
一
は
、
自
ら
新
潟
行

き
を
希
望
し
明
治
三
十
一
年
四
月

十
八
日
を
も
っ
て
小
県
郡
を
離
任

し
、
そ
の
後
五
月
四
日
に
再
び
勧

農
社
か
ら
小
県
郡
農
事
教
手
と
し

て
福
岡
県
糸
嶋
郡
波
多
江
村
出
身

の
波
多
江
傳
三
が
赴
任
し
て
い
ま

す
。
こ
の
年
の
三
月
三
十
一
日
付

け
で
松
山
原
造
は
、
農
事
教
手
の

助
手
か
ら
小
県
郡
農
事
助
教
手
に

昇
格
し
て
い
ま
す
。

波
多
江
傳
三
は
、
突
然
同
年
十

二
月
三
日
付
け
で
活
用
済
み
と
な

り
、
原
造
は
意
外
な
解
雇
に
驚
い

て
い
ま
す
。
波
多
江
農
事
教
手
は

七
ヶ
月
し
か
在
職
し
な
か
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

原
造
は
、
十
二
月
十
二
日
長
野

の
善
光
寺
大
勧
進
で
開
か
れ
た
二

郡
一
市
品
評
会
を
見
た
帰
路
、
埴

科
郡
の
埴
生
村
の
叔
父
寺
沢
幾
一

郎
を
尋
ね
、
翌
日
叔
父
の
係
わ
る

埴
科
郡
農
会
農
産
物
品
評
会
に
行

き
長
野
県
農
事
試
験
場
場
長
の
佐

久
間
儀
三
郎
や
埴
科
郡
長
・
書
記

ら
に
面
会
し
て
い
ま
す
。
翌
日
叔

父
の
寺
沢
幾
一
郎
の
田
で
馬
耕
を

し
、
参
観
者
が
多
数
あ
っ
た
と
記

し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
が
、
翌
三

十
二
年
六
月
、
原
造
が
埴
科
郡
農

会
書
記
と
し
て
赴
任
す
る
布
石
に

な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
記
か
ら
、
こ
う
し
て
小
県
郡

に
お
い
て
農
業
普
及
の
一
翼
を
担

っ
た
「
勧
農
　
松
山
原
造
」
の
姿

を
よ
く
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

・
「
松
山
原
造
翁
評
伝
」
昭
和
二

十
九
年
　
新
農
林
社

・
「
長
野
県
政
史
第
一
巻
」
昭
和

四
十
六
年
　
長
野
県

-5-
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展示してある各社の犂

日の本号犂 抱持立犂

馬耕風景

松山犂（双用二段耕犂）

高北式犂 上田犂



双
用
犂
の
元
祖

「
松
山
原
造
翁
評
傳
」
よ
り
（
３
）

著
者
　
岸
田
義
邦

-7-

彼
の
な
し
と
げ
た
業
績
と
し
て

記
録
に
残
る
発
明
考
案
は
、
特
許

第
四
九
七
五
号
、
明
治
三
十
四
年

十
二
月
三
日
│
本
特
許
は
農
業
機

械
の
方
で
は
初
め
て
で
、
大
正
五

年
十
二
月
か
ら
五
ヵ
年
間
の
延
長

を
許
可
さ
れ
て
い
る
。
│
を
始
め

追
加
特
許
が
五
件
、
実
用
新
案
が

二
十
件
、
表
彰
を
受
け
る
こ
と
数

十
回
、
中
で
も
優
良
農
機
具
と
し

て
最
高
表
彰
と
も
言
う
べ
き
、
農

林
省
主
催
の
農
業
機
械
共
進
会
の

審
査
に
お
い
て
、
最
高
賞
の
金
牌

を
受
け
る
こ
と
十
九
回
（
昭
和
二

十
七
年
八
月
北
海
道
農
業
博
覧
会

に
お
い
て
受
賞
す
る
迄
）
発
明
功

労
者
と
し
て
の
表
彰
六
回
、
特
に

昭
和
二
十
六
年
に
は
日
本
の
発
明

者
の
最
高
賞
と
も
言
う
べ
き
藍
綬

褒
賞
を
授
与
さ
れ
た
。
又
農
機
具

工
業
界
の
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
る
事
五
回
に
お
よ
ん
で
い
る
。

特
に
昭
和
二
十
四
年
六
月
、
石

川
県
金
沢
市
の
全
日
本
農
業
機
械

大
博
覧
会
に
お
い
て
、
日
本
農
機

具
工
業
振
興
会
が
業
界
の
功
労
者

を
表
彰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、

農
機
学
会
理
事
長
二
瓶
貞
一
氏
他

斯
界
の
権
威
十
数
名
が
審
査
員
と

し
て
詮
衝
に
当
っ
た
の
で
あ
る
が

普
通
の
表
彰
と
違
っ
て
同
業
者
間

で
そ
の
功
を
認
め
る
の
で
あ
る
か

ら
仲
々
意
見
の
一
致
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
そ
の
中
で
満
場
一
致

を
以
っ
て
推
薦
さ
れ
た
た
だ
一
人

の
人
、
そ
れ
が
原
造
翁
で
あ
っ
た
。

し
か
し
半
面
、
何
時
の
世
で
も
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
新
し
い
発
明
や

功
績
に
は
嫉
視
か
ら
来
る
中
傷
妨

害
の
弊
が
つ
き
ま
と
い
、
又
無
理

解
に
批
判
が
下
さ
れ
る
事
が
多
い
。

翁
の
場
合
も
そ
の
例
に
洩
れ
ず
、

当
時
単
用
型
犂
の
九
州
型
犂
に
重

き
を
置
く
人
々
の
間
に
は
、
双
用

犂
は
全
然
い
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

或
る
審
査
会
場
で
、
松
山
犂
を
真

似
た
双
用
型
の
出
品
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
、
審
査
員
が
何
故
こ
の
よ
う

な
馬
鹿
気
た
も
の
を
出
品
し
た
の

か
と
足
蹴
に
し
た
と
い
う
話
が
あ

る
。
こ
の
様
に
審
査
官
に
よ
っ
て

は
全
然
受
け
付
け
ら
れ
な
い
事
も

あ
り
、
時
に
は
当
然
最
高
章
を
受

け
る
べ
き
時
に
二
位
、
三
位
に
置

か
れ
る
と
い
う
よ
う
な
事
も
あ
っ

た
。し

か
し
翁
は
元
来
闊
達
な
気
質

で
あ
っ
た
か
ら
、
勿
論
そ
の
よ
う

な
事
は
発
明
家
の
立
場
と
し
て
は

不
愉
快
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
の

だ
が
、
こ
れ
に
拘
泥
す
る
事
な
く

信
を
ま
げ
ず
に
や
り
通
し
、
そ
の

た
め
に
権
力
に
媚
る
と
い
う
よ
う

な
事
は
決
し
て
し
な
か
っ
た
。

元
来
、
日
本
の
産
業
と
い
う
も

の
は
政
府
の
支
持
を
得
て
発
展
し

て
来
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
も

す
る
と
権
力
に
媚
び
て
自
己
を
ま

げ
る
事
等
日
常
茶
飯
事
で
あ
っ
た
。

所
謂
長
い
間
の
因
習
で
「
長
い

物
に
は
巻
か
れ
ろ
」
主
義
に
馴
れ

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
中
に
あ
っ
て
翁
は
あ
く
ま
で
も

自
己
の
所
信
を
貫
き
通
し
た
も
の

で
あ
る
。
真
理
は
あ
く
ま
で
も
正

義
で
あ
り
、
真
の
力
で
あ
る
事
は

相
違
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
自

分
の
生
活
に
当
て
は
め
て
行
く
と

い
う
事
は
非
常
に
難
し
い
事
で
あ

る
。
だ
か
ら
今
日
、
一
般
に
そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
事
は
、
翁
に
と
っ
て
は
実
に
感

慨
無
量
な
も
の
が
あ
ろ
う
。

進
歩
と
い
う
も
の
は
、
常
に
或
る

完
成
さ
れ
た
も
の
の
中
に
矛
盾
が
生

じ
、
更
に
そ
れ
が
拡
大
さ
れ
て
革
新

と
な
り
前
進
す
る
と
い
う
形
で
表
れ

る
。
こ
の
場
合
、
当
然
の
事
な
が
ら

進
歩
と
保
守
の
相
尅
摩
擦
の
生
ず
る

事
は
古
今
東
西
の
例
に
明
ら
か
な
事

で
あ
る
が
、
し
か
し
「
真
実
」
な
る

も
の
は
常
に
最
後
の
勝
利
を
か
ち
得

る
も
の
で
あ
っ
て
、
翁
が
勝
利
者
と

し
て
栄
冠
を
得
た
の
も
当
然
の
事
で

あ
ろ
う
。

功
労
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
そ

の
人
の
死
後
に
認
め
ら
れ
る
場
合

が
多
い
も
の
で
あ
る
が
、
翁
の
場

合
は
生
存
中
に
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点

か
ら
言
え
ば
翁
は
、
幸
運
な
星
の

下
に
生
ま
れ
た
者
の
一
人
で
あ
ろ

う
。
こ
の
評
伝
を
書
い
て
い
る
う

ち
で
一
番
感
じ
た
事
は
事
実
が
事

実
と
し
て
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。

特
に
科
学
や
新
し
い
技
術
が
ど

の
程
度
理
解
さ
れ
て
い
る
か
は
そ

の
国
の
消
長
に
大
き
く
影
響
し
て

行
く
事
で
あ
る
が
、
日
本
の
場
合

そ
の
進
歩
が
余
り
に
急
で
あ
っ
た

事
と
、
自
分
で
創
り
上
げ
た
も
の

で
な
い
た
め
に
、
そ
の
理
解
の
度

と
い
う
も
の
は
、
上
滑
り
で
あ
り
、

生
活
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
な
い

と
い
う
感
じ
が
す
る
。
科
学
と
か

技
術
と
い
う
も
の
は
、
事
実
を
事

実
と
し
て
素
直
に
認
め
る
こ
と
が

そ
の
理
解
の
第
一
歩
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
れ
ら
の
事
実
が
如
何
な
る

関
係
に
あ
る
か
を
体
系
付
け
て
行

く
事
が
科
学
で
あ
る
し
、
そ
の
科

学
に
よ
る
発
見
を
綜
合
し
て
新
し

い
も
の
を
創
り
上
げ
て
行
く
事
が

技
術
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
事

実
の
受
け
入
れ
方
が
科
学
や
技
術

の
発
展
を
左
右
し
、
ひ
い
て
は
民

族
の
消
長
に
迄
そ
の
影
響
を
お
よ

ぼ
す
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
日

本
の
敗
戦
も
、
科
学
や
技
術
の
遅

れ
が
そ
の
原
因
で
あ
り
、
殊
に
農

業
技
術
の
遅
れ
と
い
う
も
の
が
、

日
本
国
と
い
う
大
き
な
機
構
の
中

に
お
い
て
国
民
的
な
負
担
と
な
っ

て
い
た
事
が
、
ど
れ
だ
け
国
の
力

と
し
て
の
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い

た
か
わ
か
ら
な
い
。

こ
れ
は
明
治
以
来
の
農
業
技
術

政
策
の
貧
困
、
科
学
や
技
術
に
対

す
る
無
理
解
に
起
因
し
て
い
る
事

で
あ
っ
て
、
翁
の
事
蹟
を
顧
み
る

時
つ
く
づ
く
そ
の
感
を
深
く
さ
せ

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

３
　
情
熱
の
記
録



平
成
十
一
年
度
採
用
の
松
山
㈱

新
入
社
員
が
家
族
と
と
も
に
記
念

館
を
訪
れ
た
。

県
外
（
外
国
含
む
）
五
五
％

東
信
　
　
　
　
　
　
三
十
％

北
信
　
　
　
　
　
　
三
・
四
％

中
信
　
　
　
　
　
　
〇
・
二
％

南
信
　
　
　
　
　
　
十
一
％

講
師
・
財
団
法
人
日
本
農
業
機
械

工
業
会
常
勤
理
事
　
長
崎
嗣
明
氏

期
日
・
平
成
十
一
年
九
月
十
八
日

-8-

平
成
十
年
九
月
二
十
六
日
松
山

記
念
館
主
催
・
丸
子
町
、
同
教
育

委
員
会
後
援
で
、
松
山
㈱
三
階
ホ

ー
ル
に
於
て
第
七
回
目
の
文
化
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
長
野
県
信
連
東
信
支

店
長
、
更
級
勝
氏
で
「
食
料
、
農

業
、
農
村
の
現
状
と
課
題
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
講
演
さ
れ
た
。

講
演
に
先
立
ち
、
主
催
者
代
表

と
し
て
理
事
長
（
館
長
）
が
、
今

回
後
援
を
頂
い
た
丸
子
町
・
同
教

育
委
員
会
様
と
、
ご
多
忙
の
中
本

日
の
講
師
を
お
引
き
受
け
頂
い
た

更
級
氏
に
対
し
謝
辞
を
述
べ
ら
れ

た
。
引
き
続
き
後
援
者
代
表
と
し

て
堀
内
丸
子
町
長
が
ご
挨
拶
さ
れ

た
の
ち
講
演
会
に
入
っ
た
。

は
じ
め
に
講
師
の
生
い
立
ち
で

終
戦
後
の
食
糧
事
情
は
主
食
と
し

て
い
も
類
や
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
弁
当

を
持
っ
て
い
っ
た
た
め
昼
食
時
間

は
隠
し
な
が
ら
食
べ
た
事
を
覚
え

て
い
ま
す
。
何
れ
に
せ
よ
今
で
は

考
え
ら
れ
な
い
生
活
、
鮭
は
正
月

以
外
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
時
代
を

過
ご
し
て
来
ま
し
た
。

昭
和
三
十
五
年
県
立
松
代
高
校

商
業
科
を
卒
業
し
、
現
業
の
県
信

連
に
入
会
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
が
、
今
は
お
金
さ
え
出
せ
ば
食

べ
ら
れ
る
も
の
は
困
ら
な
い
時
代

だ
け
に
「
飽
食
の
中
の
不
安
」
が

潜
ん
で
い
る
。「
世
界
人
口
は
開

発
途
上
国
を
中
心
に
急
増
」
し
て

「
大
幅
増
加
の
世
界
食
料
需
要
」

が
悪
化
す
る
、「
米
の
需
要
も
二

〇
二
五
年
に
は
一
・
七
一
倍
」
と

な
る
だ
ろ
う
、
現
状
で
は
反
収
増

は
限
界
▽
純
化
す
る
世
界
の
穀
物

生
産
の
伸
び
▽
巨
大
な
穀
物
輸
入

市
場
に
転
じ
た
ア
ジ
ア
諸
国
の
実

状
等
の
解
説
▽
輸
入
に
頼
る
日
本

は
世
界
一
だ
け
に
そ
の
検
査
体
制

が
追
い
つ
か
な
い
▽
畜
産
物
輸
入

の
危
険
性
な
ど
、
今
後
の
農
業
の

在
り
方
、
公
益
的
な
重
要
性
な
ど

を
強
調
さ
れ
、「
自
国
の
食
料
は

自
分
達
の
手
で
」
と
ま
と
め
ら
れ

て
講
演
を
終
了
さ
れ
た
。

昭
和
七
年
に
建
造
さ
れ
た
第
一

展
示
室
（
旧
農
業
倉
庫
）
の
屋
根

の
老
朽
化
に
伴
い
全
面
的
な
葺
き

替
え
工
事
が
行
わ
れ
四
月
二
日
に

完
了
し
た
。

平
成
十
一
年
二
月
五
日
（
金
）

協
同
サ
ー
ビ
ス
二
階
ホ
ー
ル
に
於

て
、
平
成
十
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
報
告
と
平
成
十
一
年
度
事
業

計
画
と
同
年
の
予
算
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
引
き
続
き
役
員
の
任
期

満
了
に
伴
う
改
選
を
行
っ
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
決
定
し
ま

し
た
。

◎
運
営
委
員
は
引
き
続
き
八
名
に

よ
る
構
成
と
す
る
。

文
化
講
演
会
開
催

▽
家
屋
改
修
工
事
完
了
▽

第
九
回
理
事
会
・
第
十
回

評
議
員
会
開
催

新
入
社
員
の
研
修
見
学

平
成
十
年
度
記
念
館
見
学
者

第
八
回
文
化
講
演
会
決
定

◎
理
事
長
（
館
長
）

松
山
徹

専
務
理
事
　
西
尾
和
実

理
事
　
　
　
富
岡
眞
平

同
　
　
　
　
高
木
春
郎

同
　
　
　
　
滝
沢
太
三
雄

同
　
　
　
　
村
岡
進

同
　
　
　
　
松
山
志
津
江

◎
監
事
　
　
　
綿
谷
光
男

同
　
　
　
　
小
林
利
彦

◎
評
議
員
　
　
桜
井
一
二
三

同
　
　
　
　
三
吉
治
敬

同
　
　
　
　
松
山
潔

同
　
　
　
　
中
山
忠
義

同
　
　
　
　
石
川
孝
之

同
　
　
　
　
高
野
知
久

同
　
　
　
　
三
輪
司

同
　
　
　
　
勝
野
和
人

同
　
　
　
　
宮
下
孝
夫

同
　
　
　
　
関
賢
治

同
　
　
　
　
福
井
努

同
　
　
　
　
渡
辺
毅

仕上がり全景 葺き替え前の全景


